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生涯学習スポーツ振興課 

 

弓道場等の整備について 
 

審議内容 

 元麻布三丁目に所在する旧麻布保育園用地（以下「本用地」といいます。）に整

備する複合施設に、教育委員会として、弓道場及び多目的室（運動スペース）を整

備します。 

 

１ 本用地の概要 

（１）概要 

所在地 港区元麻布三丁目９番１１号 

敷地面積 １，７１７．５５㎡ 

用途地域等 第一種住居地域（前面道路から２０ｍまで） 

第一種中高層住居専用地域（前面道路から２０ｍ以降） 

容積率３００％、建ぺい率６０％ 

第二種高度地区 

日影規制値 敷地境界線からの水平距離が１０ｍ以内の範囲  ３時間 

敷地境界線からの水平距離が１０ｍを超える範囲 ２時間 

（２）位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 弓道場及び多目的室（運動スペース）の整備について 

（１）経緯 

区立弓道場は、昭和４２年１１月に檜町弓道場が開設され、長い間活用されて

きましたが、施設の老朽化及び赤坂九丁目地区における開発計画に伴い、平成 

１６年１１月に廃止されました。その後は、赤坂小学校プール跡地を暫定活用し

た赤坂弓道場を整備し、平成１６年１２月から平成２５年１１月まで運用した後、

愛宕一丁目にある独立行政法人都市再生機構(ＵＲ)所有地を暫定活用した愛宕

弓道場を整備し、平成２５年１２月から平成３１年１月３１日まで運用しました。 

愛宕弓道場の廃止以降、現在に至るまで弓道場の整備に適した用地を確保する

ことができず、暫定施設、本格施設ともに整備できていない状況が続いています。 

この地図は、国土地理院地図を使用しています。 

本用地 

麻布いきいきプラザ 

区立南山小学校 



2 

区立スポーツ施設としての多目的室は、現在、港区スポーツセンターに設置さ

れています。また、令和１１年度に竣工予定の（仮称）北青山三丁目地区スポー

ツ施設に、ゴルフやダンス等に加えてｅスポーツも実施できる空間として整備す

る予定です。 

 

（２）弓道場及び多目的室（運動スペース）の必要性について 

現在、区有施設で唯一、弓道ができる港区スポーツセンターの武道場３は、ア

ーチェリーとの兼用となっています。弓道での利用可能人数は年間約５，０００

人ですが、令和元年度まで毎年７，０００人程度の利用があり、定員超過の状態

となっていました。 

令和２年度以降は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による施設の休館等

の影響で一時的に減少したものの、令和５年度には利用者が８，７００人を超え、

感染症の収束に伴い利用者数が更に増加しており、港区スポーツセンター以外の、

弓道場利用者の新たな受け皿となる場所が必要です。 

多目的室（運動スペース）は、子どもから高齢者まで幅広い年代の様々なニー

ズに対応できるスポーツ施設として、区内の多くの地域に設置することで、多様

化する区民のスポーツ需要に対応することが可能です。 

 

（３）弓道場の本用地との適合性について 

弓道場の整備に当たっては、奥行き２８ｍ、高さ４ｍの矢道のほか、射場、的

場、諸室等を含め、約５５ｍもの奥行が必要となります。区はこれまで、様々な

機会で弓道場整備の可能性を検討してきましたが、特殊な形状である弓道場に適

した用地を確保することができずにいました。 

本用地は、東西方向に約７０ｍにわたる敷地形状であり、弓道場を整備するた

めの十分な奥行きを有しています。 

また、弓道場は、矢道等の中間部に柱を設けることが望ましくない施設で、ロ

ングスパンとなる梁を架構する構造とする必要があります。そのためには、上階

の積載荷重に十分な配慮が必要となりますが、本用地は、日影規制により３階以

上の建物を整備することが困難なため、そうした観点からも弓道場の整備に適し

た場所です。 

 

（４）弓道場及び多目的室（運動スペース）の整備、活用の方向性について 

上記を踏まえ、本用地の活用方法として検討を進めている複合施設整備の中に、

スポーツ施設として弓道場及び多目的室（運動スペース）の整備を検討します。 

弓道場は、地域に開かれた施設とするため、見学会や体験会を開催するととも

に、麻布地区をはじめ区内に居住している多くの外国人とのスポーツを通じた国

際交流を図るため、外国人向けの教室を実施することも検討し、積極的な魅力発

信に取り組みます。 

多目的室（運動スペース）は、港区スポーツセンターと（仮称）北青山三丁目

地区スポーツ施設の中間に位置する本用地において、区民等が身近な場所で卓球、
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ダンス、ヨガ、ボッチャなど多目的に運動ができる空間にするとともに、年齢や

障害の有無にかかわらず楽しめるｅスポーツを実施できるよう検討するほか、子

どものあそび場としての活用も検討します。 

また、弓道場及び多目的室（運動スペース）は、地域の安全安心のため、災害

時においては、区民避難所として活用できるよう検討します。 

 

３ 弓道場の整備イメージ 

主要室 面積 用途等 

射 場
しゃじょう

 約 250 ㎡ 射手
い て

が的に向かって弓を引く場所です。 

矢
や

道
みち

 約 250 ㎡ 
射場から的場までの矢が飛ぶ空間です。 

射距離（射位から的まで）は 28.0ｍを確保します。 

的場
ま と ば

 約 50 ㎡ 的を設置するための安土を築きます。 

矢取り道
や と り み ち

 約 25 ㎡ 射場と的場を行き来するための通り道です。 

その他 約 200 ㎡ ホール、更衣室、トイレ、倉庫等 

合計 約 780 ㎡ ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 複合施設の用途 

弓道場、多目的室（運動スペース）、障害者グループホーム、災害対策住宅、屋

上菜園など、複合施設として整備します。 

施設名称 面積 

弓道場 780 ㎡ 

多目的室（運動スペース） 120 ㎡ 

障害者グループホーム（日中サービス支援型グループホーム） 850 ㎡ 

災害対策住宅 90 ㎡ 

屋上菜園 屋上 350 ㎡ 

自転車シェアリングポート 屋外 30 ㎡ 

 

弓道場の平面イメージ 
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５ 今後のスケジュール（予定） 

令和   ６年１０月 議会報告(総務常任委員会、区民文教常任委員会、保健

福祉常任委員会) 

  令和   ６年１１月 地域住民への情報提供 

  令和 ７～８年度   整備計画 

  令和 ８～９年度   基本設計 

  令和９～１０年度   実施設計 

  令和  １０年度   工事着工 

  令和  １３年度   しゅん工 


